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○博物館の天文事業をサポート
日ごろは、博物館主催の観望会や字幕付きプラネタリ
ウムなどの天文事業をサポート
しています。
観望会では、天体望遠鏡を使
って、市民の皆さんに本物の星
の輝きをお届けしています。月
のクレーターや土星の環などを

わ

見て、感動していただけること、
興味を持っていただけることが
私たちの活動の原動力です。

○ガリレオ教室
観望会以外では、プラネタリウムでアンケートを配っ
たり集めたり、天文に関する解説や日食グラス作りなど
の天文工作を行う「ガリレオ教室」も毎月開催していま

す。
１月と２月は「３月９日の
日食について」というように、
時季に合わせた話題を取り上
げますので、気軽にご参加く
ださい。

○日々勉強を重ねています
毎月１回、定例会を開催し、天文ボランティア主催の
観望会やガリレオ教室の日程調整のほか、どこで見た星
がきれいだった、どこのプラネタリウムが良かったなど
の情報交換をしています。また、大学などで講演会があ
ると積極的に参加して
います。私たちは、常
に新しいことを知りた
いと思っていて、学ん
できたことは、市民の
皆さんに分かりやすく
伝えていきたいです。

○皆さんに伝えたいこと
私たちは、子どもたちに星についてもっと興味を持っ
てもらえるよう、このボランティア活動をずっと続けて
います。もちろん、大人の人たちにも望遠鏡をのぞいた
時の驚きを感じてほしいですね。
四日市では、公害が激しかった頃、星が見えない時も
ありましたが、今は、本当に空が美しくなりました。だ
からもっと星を見ていただきたいと思っています。
ぜひ皆さん、プラネタリウムに、そして実際の星が観
察できる観望会に来て、本当の星の美しさ、宇宙の広さ
を感じてみませんか。
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定例会の様子

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」を
取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読者に伝
えるコーナーです。
■ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：１月11日〜２月10日 9：00・19：30

■FMよっかいち「よっかいちわいわい人探訪！」でも
紹介します。
放送日時：１月の日曜日 ８：54・14：54

博物館 天文係
（緯355－2703 胃355－2704）

問い合わせ先

観望会の様子

ガリレオ教室の様子

ガリレオ教室で使用する
スライドもボランティア
のお手製。市民の皆さん
に分かりやすくするため
に、クイズを入れるなど、
見せ方などについても、
話し合っています。 データをスライドに映して討議中

移動天文車きらら号の導入に合わせて平成8年
に発足し、20〜80歳代の幅広い年代の約40人で
活動している「天文ボランティア」の皆さんに、現
在の活動内容や市民の皆さんに対する思いを伺い
ました。

天文ボランティア


